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2023年度第1回業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2023年8月2日（水）13:30～15:15
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　齋藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所
幹事会員　　香坂　真人　　株式会社JSOL
幹事会員　　野原　一八　　株式会社JSOL

正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　綿貫　聡　　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　森　安代　　　NECソリューションイニベータ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイニベータ株式会社
正　会員　　坂本　和彦　　株式会社エクス
賛助会員    川内　晟宏　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    野田　和巳　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　笠原　浩平　　石油化学工業協会
　　　
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者17名
４．議事概要　
2023年度第1回業界横断EDIタスクフォースは、以下の議事を実施した。
（資料：業界横断2023-1-01第1回業界横断EDIタスクフォース議事次第）

４－１．2023年A版業界横断EDI辞書
　事務局菅又より、SIPSのWEBページにて公開された2023年A版業界横断EDI辞書の追加BIEにつき説明が行われた。
　2023年A版業界横断EDI辞書の公開URLは次の通り。

http://www.caos-a.co.jp/SIPS/documents/CCL23A_japanese.zip
（資料：業界横断2023-1-02 2023年A版業界横断EDI辞書）
４－２．2023年B版CCLサブミッション
　事務局菅又より、事務局で準備したBIE追加サブミッションの説明が行われた。また、川内委員より中小企業共通EDIからのサブミッションの追加依頼が説明され、追加要求BIEの妥当性につき審議が行われた。
（資料：業界横断2023-1-03 2023年B版CCLサブミッション）
（資料：業界横断2023-1-03-1 中小企業共通EDI追加要望）
【質疑応答】
· 事務局は、CI_ Trade_ Product. Local Measure Name. Textの追加の代わりに、数量BBIE（Quantity）の下行に補足情報（SC）「単位コード」を付加して使用することを推奨。これは、現在開発中の新メッセージBIE表ツールで可能となる。また、単位の名称はJEC発行のコード表の単位名を使用する。「日本語単位名」をコード表に追加することについては、今後検討する。
· Document Line_ Documentに”Response Type. Code”を追加することについては、Exchanged_ Document”のBBIEと整合をとり、”Required_ Response Type. Code”を追加する。
· CIQ, CIOL, CIDDLのDocument Line_ Documentに”Response Reason. Code”を追加する要求に合意する。
４－３．業界横断EDIメッセージBIE表新ツール
　事務局菅又より、開発中の業界横断EDIメッセージBIE表新ツールの機能紹介が行われた。
　追加される主な機能は次の通り。
· BBIEのデータ型に応じた補足情報（単位、通貨、コード発番機関など）を、対応BBIEの直下の行に追加する。
· BIE表にサンプルデータを入力するとXMLインスタンスを出力する。
（資料：業界横断2023-1-04 業界横断EDIメッセージBIE表新ツール）
【質疑応答】
· 例えば、特定の発番機関による企業IDの場合、
· BBIEに企業IDを指定。
· 直下の補足情報に企業ID発番機関のIDを指定。
４－４.国内DXの動向

　兼子リーダーより、資料に基づき国内DXの動向につき説明が行われた。なお、本資料は、参照元の了解を得ていないものがあるためWEBでの公開は行いません。
（資料：業界横断2023-1-05 国内DXの動向（非公開））
【説明事項】
· 政府のDX動向
· デジタル田園都市国家構想閣議決定（R4. 12月23日）
· デジタル共通基盤
· デジタルライフライン全国総合整備計画検討方針：経産省（R5. 3月31日）
· ドローン航路
· 高速道路自動運転レーン

· デジタル社会の実現に向けた重点計画閣議決定（R5. 6月9日）
· 受発注／請求／決済：中小企業での現場での実証（デジタル庁主管）
· デジタルライフライン全国総合整備計画策定（ウラノスエコシステムを含む）
· 骨太の方針2023が公開（R5. 6月16日）

· ウラノスエコシステム
· 中小企業庁・デジタル庁・デジタル田園都市国家構想等の「データ連携基盤」が、「Ouranos Ecosystem Ecosystem（ウラノス エコシステム）」に統一。
· ウラノスエコシステムの主管は経済産業省（情報経済課）。

· DADCの動向
· 企業間取引プログラム将来ビジョン検討会発足
· トレーサビリティ管理
· 開発製造の効率化・活性化
· サプライチェーンの強靭化・効率化
· 経理・財務のデジタル完結
· 優先して取り組むユースケース：蓄電池（実証公募）
· 金融・消込データモデルの策定（官公需対象）
· 政府相互運用性フレームワーク（GIF: Government Interoperability Framework）

· 経団連サプライチェーン委員会
· 決済手段の調査データ
· 岐阜県デジタルインボイス活用モデル推進事業（JP PINT使用）
· ドイツ連邦官民代表団
· Manufacturing-Xの合同推進が提案された

· EDIデータの保存
· EDIでは生データの保存が必要
４－５.水道情報活用システム
　事務局／菅又より、資料に基づき水道情報活用システムについて紹介が行われた。趣旨は、人口減少時代の公共インフラの在り方の観点から水道事業及びそのデジタル化につき考察したものである。
（資料：業界横断2023-1-06 水道情報活用システム）
【説明事項】

· 水道事業が抱える喫緊の課題とデジタル化
· 喫緊の課題：水道需要の減少と設備の老朽化
· 解決策：水道情報プラットフォームによる設備の統合化とダウンサイジング
· 水循環の仕組みの中にある水道事業
· 水循環管理の視点による統合化：水道事業を厚労省から国交省に移管（R6. 4月）
· 地域インフラの一つである水道事業
· デジタル田園都市国家構想総合戦略の中でも位置づけ。
「水道分野（上水道や工業用水道）におけるデジタル化の推進 ・地域における事業運営の広域連携を見据えつつ、業務の効率化を推進するため、デジタル技術を活用した標準仕様に則ったプラットフォームを周知するとともに、国がその導入を支援することで、普及を図っていく」

４－６．今後の予定
＊国際会議スケジュール

国連CEFACTフォーラム（バンコク）：10月2日- 6日
ISO TC154総会（香港）：10月24日- 27日
国連CEFACT総会（ジュネーブ）：11月9日- 10日
AFACT総会 ＆ eAsia Award：12月1日- 2日

＊第2回国際連携タスクフォース：9月19日
＊第2回業界横断EDIタスクフォース：10月17日
以 上
　
配布資料：
業界横断2023-1-01　第1回業界横断EDIタスクフォース議事次第
業界横断2023-1-02　2023年A版業界横断EDI辞書
業界横断2023-1-03  2023年B版CCLサブミッション
業界横断2023-1-03-1 中小企業共通EDI追加要望
業界横断2023-1-04　業界横断EDIメッセージBIE表新ツール
業界横断2023-1-05　国内DXの動向（非公開）
業界横断2023-1-06　水道情報活用システム
PAGE  
1

